


「第１３回インディバ®・コンベンション」
今年は創業２０周年記念大会

高周波温熱機器「インディバ®」を販売する株式会社
インディバ・ジャパンが「インディバ®」の有用性・有効
性などを発表する「インディバ®・コンベンション」が、
今年も１１月１６日に開催される。同社創業２０周年の
節目となる今回は、「インディバ®」だからこそ可能な
「深部加温」の新たなＥＢＭが明らかにされるほか、エ
ステティック、メディカル分野からさまざまな発表が
行われ、ユーザーはもちろん、「インディバ®」に関心
がある人にとっても見逃せないイベントとなる。

　「インディバ®」独自の「深部加温」については、ボディメイクや体質改善
をはじめ、多くの美容・健康面での効果が知られているが、今回の「第１３回
インディバ®・コンベンション」では、ＭＲＩによる身体の「深部加温」の詳細に
ついて発表が行われる。美容機器にありがちな体感での事例ではなく、
データで「深部加温」を証明するという、高周波温熱機器のリーディングカ
ンパニーならではの一歩先んじた内容で、「インディバ®」ユーザーならず
とも聴いておきたい。
　メディカル分野からは、医学、栄養学、工学からの知見を加えた痩身の
メカニズム、乳がんにおける術前後、化学治療中の「インディバ®」でのケ
アの有効性も発表される。
　さらに昨年、「インディバ®」と幹細胞のかかわりを発表し、大きな反響を
呼んだ電流・電磁波研究の第一人者アレハンドロ・ウベダ先生（スペイン：
ラモン・イ・カハル医学研究所 上級研究員）が今年も来日。今回はヒト幹細
胞の分化について新たな知見が披露されるほか、脂肪細胞再生の抑制、
低下に作用する「インディバ®」の特性についても言及する予定。こうした
先端分野での有用性が見出されるところにも、「インディバ®」の持つ高い
ポテンシャルがうかがえる。　
　エステティックからは、自身が顔面麻痺を患い、医師から「治るまでに１
年」と言われながら、２カ月で患う前の状態まで回復した「インディバ®」に
よる施術方法、スペシャリストで結成された「『インディバ®』ゴールデンク
ラブ」による、テクニックを生かしたボディメイクの施術効果が発表され
る。インディバ・ジャパンによればユーザー同士による組織は、ほかにも存
在するとのことだが、ユーザーがスキルアップ目的にグループをつくって
いくという動きは、同社ならではの継続的な無料講習などきめ細かなフォ
ロー体制が、ユーザーのモチベーションを高めている結果なのではなか
ろうか。
　また、スポーツ・鍼灸分野へ展開している「インディバ®・アクティブ」の
導入事例では、差別化を図るための施策として「インディバ®・アクティブ」
を採用し、開業から３年、着々と成果を挙げてきている施設による報告が
行われる。
　例年以上に多方面からの発表がそろった「第１３回インディバ®・コンベ
ンション」。高周波温熱機器のパイオニアとして不動の地位を築いている
「インディバ®」の、実力の一端に触れる好機といえるだろう。

「インディバ®」独自の「深部加温」、実証結果を発表！
ヒト幹細胞とのかかわりや、新たな有用性も多彩に

「第１３回インディバ・コンベンション」
開催日時：２０１４年１１月１６日（日）　１０：００～
開催場所：ＴＫＰガーデンシティ品川（品川グース内）
問合せ先：株式会社インディバ・ジャパン
ＴＥＬ　０３－５７６８－８８７１
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